
に
帰
り
、
通
訳
を
通
じ
て
全
員
を
集
め
、「
パ
ブ
ス
ト
ア
グ
ル
ー

プ
は
ラ
ボ
ー
ト
、
オ
ー
チ
ン
ハ
ラ
シ
ヨ
」「
他
の
グ
ル
ー
プ
は

昨
夜
の
ア
ジ
も
口
先
だ
け
で
、
口
先
ば
か
り
の
民
主
主
義
だ
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
本
隊
の
彼
ら
も
昔
に
戻
り
、
優
し
さ

も
増
し
て
き
て
、
最
後
の
約
一
カ
月
ほ
ど
で
は
あ
っ
た
が
、
ま

た
ナ
ホ
ト
カ
（
最
後
の
集
結
地
）
に
着
い
た
。

そ
し
て
ナ
ホ
ト
カ
で
一
週
間
船
を
待
ち
、
や
っ
と
船
が
入
港

し
、

今
度
こ
そ
ほ
ん
と
う
に
日
本
に
帰
れ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
船
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
の
嬉
し
さ
、

途
中
船
内
も
静
か
で
何
事
も
な
く
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
十

八
日
、
本
年
最
後
の
船
（
朝
嵐
丸
）
で
。
世
話
役
の
方
々
、
看

護
婦
さ
ん
た
ち
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
シ
ベ
リ
ア
の
三
年
余

り
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
、
今
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

角
野
さ
ん
は
、
大
正
十
二
年
北
海
道
幌
加
内
の
農
家
の
次
男

し
て
生
ま
れ
、
学
校
卒
業
後
国
鉄
勤
務
。

昭
和
十
六
年
長
男
応
召
の
た
め
退
職
。
実
家
の
農
業
に
従
事
。

昭
和
十
九
年
三
月
北
部
第
三
部
隊
に
入
隊
。

昭
和
二
十
年
九
月
入
ソ
、
抑
留
生
活
、
昭
和
二
十
三
年
復
員
。

そ
の
後
、
農
業
経
営
二
十
年
を
経
て
、
昭
和
四
十
四
年
岐
阜

市
へ
移
住
さ
れ
る
。

会
社
定
年
後
、
実
弟
の
会
社
の
取
締
役
と
し
て
現
在
に
至
る
。

本
年
の
財
団
シ
ベ
リ
ア
慰
霊
訪
問
に
兄
弟
二
人
で
参
加
さ
れ
、

御
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。

現
在
、
全
抑
協
岐
阜
県
連
の
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

貴
重
な
人
材
で
す
。

（
岐
阜
県
　
鈴
木
善
三
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 

静
岡
県
　
室
伏
貫
二
　 

私
は
大
正
十
四
年
三
月
、
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
生
土
に
て

室
伏
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
六
年
、
小
山
町
成
美
尋

常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
。
兄
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
三
十

日
、
行
年
二
十
六
歳
で
支
那
廣
西
省
に
て
戦
死
し
た
。



昭
和
十
九
年
、
十
九
歳
の
と
き
、
一
年
繰
り
上
げ
て
の
徴
兵

検
査
、
昭
和
二
十
年
二
月
六
日
に
愛
知
県
の
部
隊
に
集
結
、
二

月
十
五
日
こ
ろ
満
州
へ
出
発
。
佐
世
保
港
よ
り
朝
鮮
の
釜
山
に

上
陸
し
、
軍
用
列
車
に
て
満
州
へ
向
か
っ
た
。
列
車
が
進
む
に

つ
れ
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
何
日
か
列
車
内
で
過
ご
し
た
後
、
夕

方
近
く
黒
河
省
孫
呉
駅
に
着
き
、
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
継

い
で
目
的
地
に
向
か
っ
た
。

零
下
三
〇
度
の
厳
し
い
寒
さ
と
長
旅
で
疲
労
も
激
し
く
、
翌

朝
部
隊
に
到
着
す
る
と
、
当
日
は
兵
舎
に
て
睡
眠
を
と
っ
た
。

兵
舎
は
レ
ン
ガ
造
り
で
ラ
ン
プ
生
活
、
周
囲
は
小
高
い
丘
に
な
っ

て
い
る
。
夜
に
な
る
と
、
狼
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
て
く
る
。

第
二
六
九
連
隊
奇
克
（
チ
カ
ト
ウ
）
村
上
部
隊
歩
兵
中
村
中

隊
に
配
属
さ
れ
、
初
年
兵
教
育
が
始
ま
っ
た
。
雪
中
行
軍
、
実

弾
射
撃
、
陣
地
構
築
な
ど
毎
日
厳
し
い
訓
練
で
あ
っ
た
。
三
カ

月
間
の
教
育
も
無
事
終
わ
り
、
私
は
ラ
ッ
パ
手
教
育
の
た
め
今

度
は
孫
呉
の
部
隊
本
部
に
異
動
を
命
令
さ
れ
た
。

そ
こ
で
の
ラ
ッ

パ
教
育
は
、

戦
車
壕
掘
り
陣
地
構
築
な
ど
の
合
間
に
行
わ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
に
入
る
と
戦
雲
は
い
よ
い
よ
急
を
告
げ
ソ

連
と
戦
闘
状
態
と
な
り
、
奇
克
へ
戻
る
途
中
、
ウ
ジ
ヤ
ボ
基
地

に
て
村
上
部
隊
中
村
中
隊
の
指
揮
下
に
入
り
、
昭
和
二
十
年
八

月
九
日
こ
ろ
、
最
前
線
に
て
ソ
連
軍
と
の
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。

四
方
は
包
囲
さ
れ
、
敵
味
方
入
り
乱
れ
て
の
激
戦
で
あ
っ
た
。

夜
の
明
け
る
の
を
待
ち
、
敵
陣
を
突
破
し
孫
呉
方
面
へ
向
か

う
。
途
中
の
集
落
は
す
で
に
焼
け
落
ち
、
孫
呉
に
て
残
留
部
隊

と
合
流
し
た
。
そ
の
後
、
応
戦
態
勢
の
立
て
直
し
の
た
め
南
下
、

昼
は
山
中
に
眠
り
、
夜
は
強
行
軍
。
通
過
す
る
集
落
は
ど
こ
も

激
戦
の
後
で
、
主
な
道
路
や
集
落
は
ソ
連
軍
に
占
領
さ
れ
て
い

て
、
私
た
ち
三
浦
小
隊
長
以
下
十
五
名
ほ
ど
は
山
越
え
に
て
南

下
を
続
け
、
小
銃
、
弾
薬
を
身
に
つ
け
た
完
全
武
装
で
歩
き
続

け
た
。
途
中
、
大
き
な
川
を
渡
っ
た
が
、
向
こ
う
岸
に
い
た
日

本
人
た
ち
が
驚
い
た
様
子
で
待
っ
て
い
た
。
近
く
に
日
本
人
官

舎
が
あ
り
、
戦
争
の
終
結
す
な
わ
ち
日
本
の
無
条
件
降
伏
を
初

め
て
知
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
六
日
武
装
解
除
、
ソ
連
軍
に
強
制
連

行
さ
れ
北
安
飛
行
場
の
格
納
庫
に
着
く
。
各
部
隊
か
ら
続
々
と

集
め
ら
れ
干
名
で
一
個
大
隊
が
つ
く
ら
れ
た
。
今
か
ら
シ
ベ
リ

ア
に
行
き
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
日
本
に
帰
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
北
安
か
ら
黒
河
ま
で
は
徒
歩
で
の
行
軍
で
、
大
隊



千
名
で
長
い
列
を
つ
く
り
、
ソ
連
軍
監
視
兵
の
怒
号
に
従
い
毎

日
歩
き
続
け
た
。
途
中
、
逃
亡
者
が
あ
り
、
ソ
連
軍
監
視
兵
に

捕
ま
り
射
殺
さ
れ
た
。

満
州
国
黒
河
省
黒
河
を
経
て
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス

ク
に
入
っ
た
貨
物
列
車
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
走
り
続
け
た
。

だ
れ
も
が
不
安
で
あ
り
、

再
び
日
本
の
土
は
踏
め
な
い
と
い
う
、

そ
ん
な
噂
が
流
れ
て
い
た
。
貨
物
列
車
は
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ

ヤ
に
着
き
、
そ
こ
で
降
ろ
さ
れ
た
。
近
く
に
古
い
建
物
で
ロ
シ

ア
の
囚
人
が
使
用
し
て
い
た
収
容
所
が
あ
り
、
こ
こ
で
作
業
を

行
う
と
言
わ
れ
た
。

私
た
ち
の
日
本
帰
国
の
夢
は
完
全
に
破
れ
、

再
び
日
本
の
土
は
踏
め
な
い
と
い
う
噂
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。
こ
の
収
容
所
は
四
方
を
高
い
塀
が
囲
み
、
昼
夜
、
監
視
兵

が
見
張
っ
て
い
る
。

強
制
抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
。
作
業
は
、
森
林
地
帯
に
入
っ

て
の
木
材
の
伐
採
作
業
で
、

だ
ん
だ
ん
と
奥
へ
と
進
ん
で
い
く
。

そ
の
こ
ろ
よ
り
ノ
ル
マ
制
が
実
施
さ
れ
、
毎
日
、
重
労
働
を
強

い
ら
れ
た
。

零
下
三
〇
度
か
ら
四
〇
度
の
寒
さ
と
厳
し
い
疲
労
。

食
事
は
一
日
に
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
と
粟
又
は
コ
ー
リ
ャ
ン
、

大
豆
な
ど
の
雑
穀
類
で
、
量
が
わ
ず
か
な
た
め
空
腹
と
過
労
に

よ
り
次
々
と
仲
間
た
ち
が
倒
れ
て
い
っ
た
。

つ
い
に
、
私
も
栄
養
失
調
と
過
労
で
倒
れ
た
。
や
せ
細
り
、

高
熱
が
続
き
、
ソ
連
軍
監
視
兵
に
連
れ
ら
れ
病
院
へ
行
く
。
途

中
、
二
度
ほ
ど
倒
れ
監
視
兵
の
肩
を
か
り
て
歩
く
。「
ダ
ワ
イ

ダ
ワ
イ
」
と
い
う
。
歩
く
気
力
も
な
く
な
っ
た
が
、
今
度
こ

こ
で
倒
れ
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
と
頑
張
り
続
け
た
。
目
が
覚
め
、

気
が
つ
い
た
ら
病
院
の
寝
台
の
上
で
あ
っ
た
。

ソ
連
の
軍
医
と
日
本
の
軍
医
が
い
た
。
食
事
を
す
る
気
力
が

な
い
。
た
だ
眠
っ
て
い
た
。
少
し
元
気
な
患
者
が
隣
の
面
倒

を
見
る
。
今
朝
も
、
目
が
覚
め
た
ら
、
隣
に
眠
っ
て
い
た
患
者

が
ま
た
死
ん
で
い
る
。
人
間
の
死
と
は
、
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と

な
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
診
察
室
に
呼
ば
れ
、
ソ
連
の
軍
医
と
日

本
の
軍
医
が
聴
診
器
を
当
て
て
診
て
く
れ
た
。
わ
ず
か
ず
つ
だ

が
回
復
に
向
か
い
、
粥
と
ス
ー
プ
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
五
カ
月
間
の
闘
病
生
活
が
終
わ
る
と
、
再
び
私
は
イ
ズ
ベ

ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
に
戻
り
、
今
度
は
十
二
、
三
キ
ロ
南
に
連
れ
て

い
か
れ
た
。
こ
こ
は
広
大
な
集
団
農
場
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
山
の
中

ほ
ど
に
幕
舎
が
並
ん
で
い
た
。

こ
の
農
場
で
新
し
い
仲
間
た
ち
と
農
作
業
を
行
う
。
大
根
、



人
参
、
馬
鈴
薯
な
ど
の
草
取
り
作
業
で
あ
る
。
近
く
に
ソ
連
囚

人
の
建
物
が
あ
り
一
緒
に
毎
日
作
業
を
行
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の

空
に
秋
が
訪
れ
始
め
る
こ
ろ
馬
鈴
薯
の
収
穫
も
始
ま
り
、
毎
日

毎
日
掘
り
続
け
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
秋
は
短
く
寒
気
が
急
速
に
増

し
、
収
穫
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
ま
た
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
今
度

は
十
四
、
五
キ
ロ
西
に
向
か
っ
て
歩
か
さ
れ
る
と
次
の
収
容
所

に
着
い
た
。
そ
こ
は
抑
留
者
五
百
名
ほ
ど
の
作
業
大
隊
で
、
こ

こ
で
も
収
容
所
の
ラ
ー
ゲ
ル
と
呼
ぶ
濫
の
中
で
の
生
活
だ
っ
た
。

ソ
連
軍
医
の
身
体
検
査
が
あ
り
、
一
級
者
と
二
級
者
は
重
労

働
に
、
三
級
者
は
軽
作
業
に
回
さ
れ
る
。
私
は
三
級
者
で
収
容

所
内
の
入
浴
場
に
回
さ
れ
た
。
入
浴
場
は
蒸
し
風
呂
に
な
っ
て

い
る
。
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
は
五
百
名
の
日
本
兵
の
入
浴
、
土

曜
日
は
ソ
連
監
視
兵
、
収
容
所
長
、
衛
兵
所
の
各
将
校
、
現
場

監
督
や
そ
の
他
の
家
族
で
あ
る
。

一
日
の
作
業
は
、
午
前
七
時
起
床
、
浴
場
内
の
清
掃
を
行
い
、

八
時
に
少
量
の
雑
穀
類
の
朝
食
、
そ
し
て
前
日
の
入
浴
者
百
人

分
の
儒
神
と
袴
下
百
枚
を
洗
濯
す
る
。
午
後
一
時
か
ら
六
時
ま

で
の
入
浴
場
作
業
は
二
名
で
当
た
っ
た
。
他
の
者
は
午
後
か
ら

水
汲
み
で
、
冬
は
厚
い
氷
を
割
っ
て
バ
ケ
ツ
で
く
み
上
げ
馬
車

で
運
び
、
薪
は
近
く
の
伐
採
跡
か
ら
運
ぶ
。
午
後
五
時
、
作
業

隊
が
戻
り
入
浴
が
始
ま
る
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
共
産
主
義
教
育
が
始
ま
っ
た
。
赤
旗

の
歌
が
合
唱
さ
れ
、
難
し
い
こ
と
な
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
戦
争

に
駆
り
出
さ
れ
何
万
も
の
同
胞
が
死
ん
で
い
っ
た
こ
の
悲
惨
さ

を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

昭
和
二
十
三
年
春
こ
ろ
に
帰
還
の
噂
が
流
れ
、
こ
の
収
容
所

か
ら
も
一
次
の
帰
還
者
が
祖
国
日
本
に
向
か
っ
た
。
酷
寒
の
シ

ベ
リ
ア
に
最
後
ま
で
耐
え
続
け
、
昭
和
二
十
四
年
、
待
ち
に
待
っ

た
帰
国
列
車
に
乗
り
ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、
日
本
か
ら
迎
え
に
来

て
い
た
「
信
洋
丸
」
に
乗
船
し
舞
鶴
港
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
後
五
十
年
も
過
ぎ
、
今
な
お
シ
ベ
リ
ア
の
荒
野
に
眠
る
同

胞
の
冥
福
を
心
か
ら
祈
り
な
が
ら
、
私
の
抑
留
の
一
部
を
思
い

出
す
ま
ま
つ
づ
り
ま
し
た
。




